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1929(昭 和4)年12月12日

1949(昭 和24)年3月

4月

ユ953(昭 和28)年3月

4月

1955(昭 和30)年3月

4月

1958(昭 和33)年3月

4月

1959(昭 和34)年7月

1961(昭 和36)年4月

1965(昭 和40)年4月

10月

1968(昭 和43)年4月

1969(昭 和44)年3月

4月

1971(昭 和46)年4月

1972(昭 和47)年4月

1973(昭 和48)年3月

4月

1977(昭 和52)年6月

1982(昭 和57)年3月

1983(昭 禰58)年8月

1984(昭 和59)年5月

1985(昭 和60)年4月

1992(平 成4)年10月

石川常雄 教授 略歴

石川一雄,カ ツの長男 として京都府(京 都市下京区柳馬場

通仏光寺上 る永原町149)に 生 まれる

京都府立鴨折高等学校卒業

京都大学理学部入学

同学部動物学科卒業

京 都大学大学院経済学研究科修士課程入学

同科同課程修了

同科博士課程進学

同科同課程(単 位修得)退 学

和歌山大学助手(経 済学部)

アメ リカ合衆国へ出張(1961年6月 まで)

和歌山大学講師(経 済学部)

和歌山大学助教授(経 済学部)

関西大学経済学部非常勤講師(1969年3月 まで)

和歌山大学 大学院経済学研究科担 当

和歌山大学退職

大阪府立大学助教授(経 済学部)

大阪府立大学大学院経済学研究科担当

関西学院大学経済学部非常勤講師(1973年3月 まで)

大阪府立大学退職

京都大学助教授(経 済学部)

京 都大学大学院経済学研究科担当

国際交流基金によるシンガポールお よび連合王 国 へ 出 張

(1978年8月 まで)

郵 便貯金振興会 による ドイツ連邦共和国へ出張(同 年4月

まで)

京都大学教授(経 済学部)

京都大学経済学博士

岡山大学経済学部非常勤講師(1986年3月 まで集中講義)

景気動 向の調査のため ドイツ連邦共和国,連 合王 国、 フラ

γス,ス イス,イ タ リアお よびシンガポールへ出張(同 年



石川常雄教授略歴

同月末まで)

所属学会 金融学会,理 論 ・計量経済学会 生活経済学会

(383)12ユ
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石川常雄 教授 著作 目録

著書 ・編書

通貨変動理論の研 究

(大阪府立大学経済研究叢書第31冊)

マ不タ リズム

(金融経済基礎 コース 別冊5)

金融論入門(共 著)

(有斐閣双書)

金利 自由化 と政策金融 の役割

(近畿郵政局貯金部 委託研究)

金融概論(共 編)

(有斐閣大学双書)

現代の金融政策

～マ不 一 ・サフライをめ ぐる理論 と実証～

論 文

二 っの利子理論をめ ぐって

貨 幣需給の投資乗数効果に与える影響

日本経済の変型期を分析する(シ ンポジ
ウム 馬場正雄他)

利子論の新局面

最藍羅鷺 欝駿無論

オ ー バ ー ロ ー ン と イ ン フ レ ー シ ョ ン

パ魂 貯 ン=貨 幣'利 子.鵬(獄

資 本蓄積 とマ ク ロ分 析

価 格機 構(問 題1;3)

ク'イ ンズ ・モ デ ル と価格 決定機 構

イ ンフ レの現 状を どう見 るか

ミ越 続 フ リー ドマンの「騰 数量説」

・ 大阪府立大学経済学部

全 国地 方 銀 行 協 会

有 斐 閣

近 畿 郵 政 局

有 斐 閣

東 洋 経 済 新 報 社

経 済 論 叢 第80巻 第2号

経 済 論 叢 第80巻 第6号

経済セ ミナー 第73号

金融 ジャーナル第3巻 第9号

金融 ジャーナル第4巻 第4号

経 済 評 論 第12巻 第6号

経済 セミナー 第90号

経 済 理 論 第79号

篠原三代平・鎌倉昇編『演習近
代経済学第2巻 価格』有斐閣

金融学会報告22

金融ジャーナル第8巻 第2号

経 済 論 叢 第100巻 第3号

1970年

1971年

1975年

1981年

1985年

1985年

1957年8月

零957年12月

1962年8月

1962年9月

1963年4月

ユ963年6月

1963年12月

ユ964年5月

ユ964年6月

1965年12月

1967年2月

1967年9月
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ポ リシー ミックス～その評価 と今後の問

題点

貨 幣数量説の生成 と展 開

物価 と金融

現金通貨変動の計量分析～昭和29年 一41年

物価問題を どうみ るか

三十二億千三百万 ドル～なぜ た ま った
か?ど う使 うか?

M.フ リー ドマ ン ・A.J.シ ュワルツ共
著 『合衆国貨幣史』(海 外文献紹 介)

ウィリアムJ.フ レーザーJL著 『貨幣
の需要』(海 外文献紹介)

ミル トン ・フ リー ドマンの貨幣理論 につ
いて

日本の金融構造(1)

日本 の金融構造(2)～商業銀行制度の特色

日本の金融構造(3)～わが国金融市場 の特
質

日本の金融構造(4)～長期金融市場の特質

日本の金融構造(5)～わが国の金融政策

日本の金融構造(6>～金融政策 の特質

腰を据 えた変動相場制のメカニズム

新 しい成長 と金融(意 識調査回答)

貨幣需要関数の実証的研究

金融政策の反省 と展望(特 集 ドル ・シ ョ
ック後 の金融政策の反省)

過剰流動性 とインフレ

新金融調節方式の問題点

1929～33年 アメ リカ大不況の金融 メカニ
ズム

新貨幣数量説 と金融政策

通貨供給(第5章);新 古典派 モデル と
貨幣(第6章);金 融政策の有効性(第
10章)

金融政策 の運営をめ ぐる日本銀行の独立
性

低成長経済における金融の役割

金融 ジャーナル第8巻 第11号

経 済 理 論 第102号

館龍一郎 ・鎌倉昇編『金融経済
講座』%1巻 東洋経済新報社

経済理論第106号(所 収金融
学会 『金融論選集16』)

金融 ジャーナル第9巻 第12号

・ミソ キ ン グ 第256号

金融 ジャーナル第10巻 第8号

金融 ジャーナル第10巻 第10号

金融 ジャーナル第11巻 第6号

金融 ジャーナ々第12巻 第1号

金融 ジャーナル第12巻 第2号

金融 ジャーナル第12巻 第3号

金融 ジャーナル第12巻 第4号

金融ジャーナル第12巻 第5号

金融.ジャーナル第12巻 第6号

実 業 の 世 界 第68巻 第11号

金融 ジャーナル第13巻 第7号

金融学会報告36

金融 ジャーナル第14巻 第9号

貿 易 と 関 税 第21巻 第11号

東洋経済 近代経済学 シ リー
ズNo.27

金融 ジャーナル第16巻 第1号

川 口弘編著 『現代金融論 セ
ミナー経済学教室6』

田村茂 ・原正彦共編 『金融論
入門』有斐閣

東洋経済 近代経済学 シ リー
ズNo,33

金融 ジャーナル第16巻 第13号

(385)工23

1967年11月

1968年3月

1968年4月

1968年11月

1968年12月

1969年7月

1969年8月

1969年10月

1970年6月

1971年1月

1971年2月

1971年3月

1971年4月

1971年5月

1971年6月

1971年11月

1972年7月

1973年3月

1973年8月

1973年11月

1974年2月

8日

1975年1月

1975年3月

1975年5月

1975年7月

10日

1975年11月
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経 済 循 環 と貨 幣 ・金融

貨幣 と利 子

国璽轟 霧 箱 への実効性～その効果

大量 国債 発行 時代 の金 融問 題

金融 政策 論 の新 局面 ～ クラウデ ィング ・
ア ウ ト効果 とマ ネ ー ・サ プライ

世 界経 済 体制 の推 移 とア メ リカ経 済

マ ネ ー ・サ プライ とイ ンフ レー シ
ョン

シ努 罫 磐 鮮 新金融騒 漣M ・

貨幣とマクロ経済活動

過剰流動性と金融政策

低成長下の金利と金融政策

金離 灘 搾80年 代の躰 繍 ・進

シンガポールのアジア ・ダラー市場～そ

の生成 と発展

クラウデ ィング ・アウ ト効果をめ ぐって

マネタ リズムと 「高金利政策」

窓 口指導の今後のあり方(ア ンケー ト回
答)

概説 第一次石油危機後の金融政策

「均衡財政 下の国債発行」再考

金融イノベーションの進展 と金融政策

金融市場 と金利体系

第150巻 第4号

水野正一 。花輪俊哉編 『金融
の経済学』有斐閣選 書

荒憲治郎ほか編 『経済学5
所得の理論』有斐閣双書

英 文 論 文

Somereflectionsonthe``newscheme

formonetarycontrol"bytheBank

ofJapan

貿 易 と 関 税 第25巻 第4号

日経 センター会報 第275号

季刊現代経済 第23号

本間長世編 『総合研究アメ リ
カ 第7巻 』研究社出版

経 済 評 論 第24巻 第14号

東 洋 経 済 第4003号

稲毛満春編 『マ ク目経済学入
門』有斐閣新書
(同新版1989年3月 刊)

経 済 評 論 第28巻 第3号

金融 ジャーナル第20巻 第4号

貿 易 と 関 税 第28巻 第1号

経 済 論 叢 第125巻 第6号

経済論叢 第126巻 第3・4号

金融 ジャーナル第21巻 第ユ1号

金融 ジャーナル第22巻 第ユ1号

東洋経済近代経済学 シ リーズ
No,60

経 済 論 叢 第131巻 第3号

金融 ジャーナル第24巻 第7号

花輪俊哉共編 『金融概論』有
斐閣

KyotoUniversity

EconomicReview

1976年3月

1976年3月

1976年4月

1976年7月

1日

1976年6月

1976年8月

1976年12月

1977年4月

28日

1977年6月

1979年3月

1979年4月

1980年1月

1980年6月

1980年10月

1980年10月

1981年12月

1982年2月
18日

ユ983年3月

1983年7月

1985年1月

Vol.43,No,1/2

Apr.一Qc亡,1973
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ロバ ー ト ・G・ ブ ラ ウン 「適正 在庫 量 の

推定 」

A・ ニ クスタ イ γ 「経 済史 上 の遺産 」

サ ミュエル ・ブ リテ ン 「マ ネ タ リズ ム」

メ ー ス ク ・チ ャップマ ン共 編

『コ ン ピェー ター時代 の経 営

管理 手法 』 日本経 済新 聞 社

A・ エ クス タイ ンほ か編 『中

国の経済 発 展』 創文社

「ブ リタ二 方国 際年鑑1982』

Tssブ リタニ カ

(387)125

1968年7月

1979年6月

1982年4月

辞 典

『体 系 金融 大辞 典 』
ク リー ピング ・イ ンフ レー シ ョン;ギ

ャロ ッ ピング ・イ ンフ レー シ ョン;ハ
イパ ー ・イ ンフ レー シ ョン;真 正 イ ン
フ レー シ ョン 。準 イ ンフ レーシ ョンi

リ プ レス ト ・イ ンフ レー シ ョン 三デ フ
レーシ ョン

『近 代 経 済学 の基 礎知 識』

貨幣 の中立性;内 部 貨幣 と外 部貨 幣;

貨 幣 数量 説;新 貨幣 数量 説;イ ン フ レ
ー シ ョン;イ ン フ レー シ ョンの もた ら

す影 響

『日本 経済 事典 』

通 貨 増発 とイン フ レー シ ョン

東洋経済新報社

有 斐 閣

講 談 社

1966年10月

1971年11月

1973年3月

書 評

館龍一郎 ・浜田宏一著 『金融』

鈴木淑夫著r現 代日本金融論』

理論 経 済学 第25巻第1号

東 洋 経 済

1974年4月

1974年11月

23日

そ の 他

アジア地域 日本研 究講座報告

南洋大学1977～1978国 際交流基金

中谷先生を偲ぶ

(編集)『 中谷實教授遺稿 と追憶』

経済論叢 第130巻 第3・4号

1978年

1982年10月

1983年4月


